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１．拠点の概要 ※期末評価報告書より転記 

［拠点の目的］ 

１．申請時の「拠点の目的」（平成２６年度申請書より抜粋） 

情報科学、リモートセンシング、ＧＩＳ、社会工学等に関する研究者との共同利用・共同研究を

通じて、サイバースペース上に構築される多次元・多解像度の地球（デジタルアース）の研究開発

を行う。さらに環境、災害等の問題複合体の研究者に対し、デジタルアースを提供し、共同利用・

共同研究により持続可能な社会を構築するため、問題複合体を解題し、合意形成に寄与するととも

に関連諸科学の発展に貢献する。 

 

２．申請時の「拠点の全体計画の概要」（平成２６年度申請時ヒアリング資料より抜粋） 

現在、我々は環境問題や複合広域災害、地球温暖化など、地域から地球レベルの様々な「リス

ク」に直面している。リスクは相互に関連し、複数の学術分野を横断する「問題複合体」を構成し

ている。 

  デジタルアースは、問題複合体にアプローチする有用なツールであり、本拠点では、問題複合体

を具体定事例・対象として、デジタルアースの技術要素の研究、およびそれを応用した研究を推進

する。下図は、拠点の推進する研究カテゴリを整理し、体系を示したものである。 

 

 
 

［拠点における成果及び目的の達成状況］ 

前項の目的にもとづいて、拠点認定後６年間で達成された状況について、中間評価に引き続き、

以下、Ⅰ. 「問題複合体の解題のためのデジタルアース」基本概念の策定、Ⅱ. 研究者ネットワー

ク構築と貢献、Ⅲ. 学理としての発信、として総括する。当初の計画に沿って順調な成果が上がっ

ている。 

Ⅰ. 「問題複合体の解題のためのデジタルアース」基本概念の策定 

I.1. （１）デジタルアース・システムは過去から現在までの現実のデータと予測をサイバース

ペース上に構成し、迅速かつ俯瞰的に時空間表示するためのアルゴリズムと表示装置から構成

される。（２）意思決定・合意形成支援のための運用は、サイバースペースと問題複合体解題

のための意思決定を結びつけるネットワーク構成からなる。 

例： 地球温暖化適応策 例： 都市・ 地域の強靭化

1 . 情報・ データ の収集・ 蓄積
（ オント ロジー、 ク リ アリ ングハウス、 メ タ データ、 空

間情報基盤、 Glo b a l D is c r e te  Gr id 、 V GI

（ Vo lu n tee r ed  Geo g r a p h ic  In f o rm a tio n ） 、 オー

プンデータ ・ ポリ シー）

Ph a s e  II の具体的研究課題例

2 . 情報・ データ の処理・ 統合・ 流通
（ 不確実性可視化、 相互運用、 時空間データ 同化、

ジオブラ ウザ、 センサーW eb 、 ビッ グデータ 解析）

3 . 意思決定支援
（ 多次元・ 多解像度情報の可視化、 リ スク ・ コ ミ ュ ニ

ケーショ ンの社会的実装、 データ ・ ジャ ーナリ ズム）

Ph a se  I の具体的研究課題例

Ph a se  I: D Eの技術要素の統合

D Eの開発項目

（ 技術要素）

スケール［ 大］ 　 　 　 →　 　 　 　 スケール［ 小］

Ph a se  II: 問題複合体の具体的事例への取り 組み
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I.2. システムの具体的実現を進め、過去から現在までの現実のデータと予測をサイバースペー

スを介して俯瞰的に時空間表示する意思決定・合意形成のためのプラットフォーム「デジタル

アース・ルーム」として中部大学に実現した。 

I.3. サイバースペースと実際の意思決定を結びつけるネットワーク強化を行った。特に、代表

的な問題複合体である防災・減災分野について、拠点認定以前に行った第１フェーズ（構想・

準備）：産・官・学連携による「国際災害支援情報基地構想研究会」の発足（平成２４年）に

引き続き、第２フェーズ（実証実験）：春日井市と「春日井市と中部大学との地理情報システ

ムにおける相互協力に関する覚書」の締結（平成２６年）、第３フェーズ（実装運用）：名古

屋市と「地理情報システム等を活用した防災・減災対策の推進に関する相互連携協定」の締結

（平成２８年）を行い、防災・減災の核となる自治体・地方行政との連携体制のもと共同研究

を推進した。 

 

Ⅱ. 研究者ネットワーク構築と貢献 

II.1. 全国の共同研究者から公募研究を募り、共同研究を推進した。参加機関数、参加研究者

数、採択・推進課題数が右図に示した通りすべて順調に推移し、デジタルアース研究ネットワ

ークの構築を実現している。 

 
II.2. 国際的には、タイ王国 Asian Institute of Technology (ＡＩＴ)、ブータン王国 The 

Council for Renewable Natural Resources Research of Bhutan (ＣｏＲＲＢ), Ministry of 

Agriculture and Forest、ネパール連邦民主共和国 Kathmandu University、国際機関 

International Center for Integrated Mountain Development (ＩＣＩＭＯＤ)、と ＭｏＵ 

(Memorandum of Understanding) を締結・継続し、国際的な研究者ネットワークを構成した。 

II.3. デジタルアース研究の国際学会ＩＳＤＥ（International Society for Digital Earth）

と連携し、平成２６年９月にデジタルアース国際会議「5th Digital Earth Summit (Digital 

Earth for ESD)」を名古屋市で開催、また、サイドイベントとして世界で初めてデジタルアー

スをプラネタリウムドームにマッピングする試みとして「Digital Earth Mapping for ESD」

を名古屋市科学館で開催した。デジタルアースに関するこの拠点のビジョンである「仮想空間

上で地球の過去・現在・未来をシームレスに可視化し、持続可能な開発・発展を熟議するツー

ル」を世界的に発信し、世界のデジタルアース研究者コミュニティにインパクトを与えた。平

成３０年からはＩＳＤＥのJapan Chapterとして本拠点が認定され、日本のデジタルアース研

究活動を積極的に海外に発信する基盤として活動している。 

 

Ⅲ. 学理としての発信 

III.1. 平成２８年度に３回連続の「デジタルアース・デザイン連続シンポジウム」を開催し

た。デジタルアース分野の今後の研究の展開において、この拠点のビジョンが駆動的な位置づ

けにあることを示した。 

III.2. 研究成果として査読付論文５９編、査読な

し論文・記事７６編、会議抄録３１編、図書９

冊、招待講演３７件、学会・研究会・セミナー

発表２４５件、その他の発表を２９件の報告を

行った。 

III.3. これまでに拠点の推進してきた共同研究課

題の一部を、申請時の体系図に重ねて右図に示

す。拠点として、当初の目的を踏まえた共同研

究を推進し、その成果を毎年度末に「問題複合

体を対象とするデジタルアース共同利用・共同

研究拠点」成果報告会において発信している。 

 

例： 地球温暖化適応策 例： 都市・ 地域の強靭化

1 . 情報・ データ の収集・ 蓄積
（ オン ト ロ ジー、 ク リ アリ ン グハウス、 メ タ データ 、

空間情報基盤、 Glob a l D is cr e te  Gr id 、 VG I

（ Vo lu n tee r e d  Ge o g r a p h ic  In f o rm a tio n ） 、

オープ ンデータ ・ ポリ シー）

2 . 情報・ データ の処理・ 統合・ 流通
（ 不確実性可視化、 相互運用、 時空間データ 同化、

ジオブ ラ ウザ、 センサーW eb 、 ビッ グデータ 解析）

3 . 意思決定支援
（ 多次元・ 多解像度情報の可視化、 リ スク ・ コ ミ ュ ニ

ケーショ ン の社会的実装、 データ ・ ジャ ーナリ ズム）

Ph a se  I:  D Eの技術要素の統合

D Eの開発項目

（ 技術要素）

スケール［ 大］ 　 　 　 →　 　 　 　 スケール［ 小］

Ph a se  II: 問題複合体の具体的事例への取り 組み

環境・ エネルギー分野におけ
る市民によるデジタ ルアース
アーカ イ ブの実証的研究開発

一人称視点型の災
害情報配信サービ
スに関する研究

市民から の環境ガバナン
ス： デジタ ルアースと マ
イ ンド ク ラ イ メ ート

他者の観測が不完全な状況下
での合意形成ダイ ナミ ク ス

普及型フ ィ ールド センサによ
るＯ Ｇ Ｃ 標準データ の災害情
報サービスへの提供の研究

W eb-based  ap p lication 
fo r ob servab le-p rop erty 
g enerato r w ith stand ard-
com p lian t in clu d in g  
OGC-SOS and  UCUM

深層学習による建物
変化検出手法の構築

都市計画情報を 考慮し たミ ク ロ
な将来世帯数の推計手法の構築

複合的な自然環境便
益の時空間評価に関
する基礎的研究

地震リ スク 評価のための
活断層と その直近の建物
の小型Ｕ Ａ Ｖ 低空空撮

地震災害予測のための
地球観測データ のデジ
タ ルアースへの適用

昼間人口の不確実
性に関する研究

ク ラ ウド ソ ース型時刻表を元にし た
列車オブジェ ク ト シミ ュ レーショ ン
のＷｅ ｂ Ａ Ｐ Ｉ による基盤開発

高齢者に関する詳細な居住
地分布の推定手法の開発



 

２．評価結果 

（評価区分） 

Ａ：拠点としての活動は概ね順調に行われており、関連コミュニティにも貢献している 

と判断される。 

（評価コメント） 

当該拠点は、共同利用・共同研究の実施により、サイバースペース上に構築される多

次元・多解像度の地球「デジタルアース」の研究開発を行うとともに、その活用によ

り、持続可能な社会の構築に向けた問題複合体の解題や合意形成に資することを目的と

して拠点活動を実施している。拠点としての活動は概ね順調に行われており、関連コミ

ュニティにも貢献している。 

 特に、過去から現在までの現実のデータと予測のデータを俯瞰的に表示するためのア

ルゴリズムと表示装置を「デジタルアース・システム」として設定し、さらに、これを

具体的に運用するプラットフォーム「デジタルアース・ルーム」を整備し、これらを用

いた防災・減災、環境、エネルギーに関する共同研究などに積極的に取り組んでいる。

また、防災・減災分野において、近隣の自治体と協定等を結び、自治体・地方行政との

連携体制の下での共同研究を実施している。 

 今後は、デジタルアース・ルームを活用した共同利用・共同研究課題の募集方法及び

採択方法について競争性も適切に配慮した改善を図るとともに、関連したデータ解析を

行っている他の研究機関との連携による共同研究などを通じて、拠点活動の一層の充実

を図ることが期待される。 

 

 


